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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、『
鳥
取
県
立
公
文
書
館
研
究
紀
要
』（
第
三
号 

二
〇
〇
七

年
）
に
掲
載
し
た
「
二
人
の
蘭
人
工
師
と
賀
露
港
の
改
修
│
鳥
取
県

の
水
災
史
・
序
説
」（
以
下
「
序
説
」
）
に
続
く
研
究
ノ
ー
ト
で
あ

る
。

　
「
序
説
」
で
は
、
明
治
初
年
か
ら
明
治
二
〇
年
代
ま
で
の
、
主
に
鳥

取
県
東
部
を
貫
流
す
る
千
代
川
水
系
の
水
害
と
千
代
川
河
口
に
位
置

す
る
賀
露
港
の
改
修
に
つ
い
て
論
を
展
開
さ
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の

む
す
び
に
書
い
た
よ
う
に
、
賀
露
港
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
完
工
時

期
を
裏
付
け
る
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
後
に
確
認
で
き
た
賀
露
港
の
改
修
に
係
る
史
料

を
紹
介
し
、「
序
説
」
で
の
課
題
を
解
消
さ
せ
た
い
。
次
い
で
、
明
治

三
〇
年
代
か
ら
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
ま
で
の
水
害
と
、
大
正
七

年
の
水
害
を
契
機
と
す
る
治
水
運
動
の
高
ま
り
ま
で
を
紹
介
し
て
み

た
い
。

　
　

一　

賀
露
突
堤
の
完
成

　
「
序
説
」
で
は
、
千
代
川
改
修
工
事
の
嚆
矢
と
し
て
、
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）年
一
一
月
に
起
工
さ
れ
た
賀
露
築
港
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
こ
の
時
の
工
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

明
治
二
一
年
四
月
一
五
日
、
淀
川
改
修
や
大
阪
築
港
で
知
ら
れ
る

オ
ラ
ン
ダ
人
土
木
工
師
・
デ
・
レ
イ
ケ
が
鳥
取
県
の
求
め
に
応
じ
て

来
鳥
し
た
。
目
的
は
、
網
代
港
の
検
分
を
手
始
め
に
、
県
内
各
地
の

港
湾
等
を
視
察
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
〇
日
に
及
ん
だ
視
察
で
デ
・

　
〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

千
代
川
水
系
の
水
害
と
改
修
事
業

　
　
　
　
│
鳥
取
県
の
水
災
史
・
そ
の
二
│

�

伊
　
藤
　
　
　
康



― 55 ―

レ
イ
ケ
が
指
摘
し
た
こ
と
の
一
つ
は
、
賀
露
港
の
修
築
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
河
口
左
岸
か
ら
沖
合
に
位
置
す
る
鳥
ヶ
島
ま
で
突
堤

を
築
造
す
る
こ
と
、
流
砂
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
松
樹
を
栽
培
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
工
事
費
は
二
〇
万
円
程
度
で
済
み
、
こ
の
工
事
で

賀
露
港
が
相
当
な
規
模
の
港
湾
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

こ
の
工
事
を
請
け
負
っ
た
の
は
、
服
部
長
七
で
あ
っ
た
。
服
部
は

「
在
来
の
左
官
技
術
の
一
つ
で
あ
る
「
た
た
き
」
の
技
術
を
大
規
模
な

土
木
工
事
等
に
改
良
し
て
応
用
し
た
「
人
造
石
工
法（

（
（

」」
で
知
ら
れ
る

人
物
で
、
請
け
負
っ
た
金
額
は
僅
か
三
万
七
千
円
で
あ
っ
た
。『
鳥
取

新
聞
』
は
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
一
一
月
一
二
日
に
起
工
式

を
挙
行
す
る
と
報
じ
て
い
る
。

　

以
下
に
紹
介
す
る
五
点
の
史
料
は
、
工
事
の
経
過
と
完
工
時
期
の

推
定
、
工
事
の
成
果
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
点
目
は
、
明
治
二
三
年
二
月
に
谷
垣
邦
義
が
記
録
し
た
も
の
で

あ
る（

（
（

。〔
史
料
１
〕

　
　

明
治
廿
三
年
二
月
二
十
三
日
友
人
ト
加
露
ニ
遊
ブ

去
ル
二
月
廿
三
日
日
曜
ナ
ル
而
已
ナ
ラ
ズ
天
晴
レ
一
塵
ノ
曇
ナ

シ
。
由
テ
安
長
村
森
本
信
愛
氏
及
ビ
良
友
両
三
名
共
ニ
進
ン
デ

加
露
設
港
式
ニ
趣
ク
。
其
時
設
港
夫
長
ハ
服
部
某
氏
ナ
リ
。
已

ニ
シ
テ
加
露
大
神
宮
ニ
参
詣
シ
南
下
ハ
則
チ
千
代
川
河
口
ナ
リ
。

北
下
ヲ
臨
メ
バ
広
漠
ノ
日
本
海
ニ
砂
漠
ノ
沿
ヘ
ル
ヲ
見
ル
、
直

チ
ニ
走
リ
テ
海
岸
ニ
至
レ
バ
波
濤
山
脉
ヲ
為
ス
ガ
如
シ
。
其
上

ニ
水
鳥
魚
ヲ
補
フ
、
遂
ニ
西
浜
ニ
達
セ
バ
鳥
ガ
島
ノ
一
方
エ
一

ノ
岬
ヲ
達
セ
シ
ム
。
即
チ
避
濤
ナ
リ
、
其
組
立
ハ
大
ナ
ル
荒
籠

ニ
石
ヲ
入
レ
海
中
ニ
沈
メ
松
枝
ヲ
挟
ミ
テ
固
ス
。
予
則
チ
此
多

キ
石
ハ
何
処
ヨ
リ
運
ビ
タ
ル
者
ト
考
エ
ツ
ヽ
遠
ク
山
上
ヲ
見
バ
、

上
ヨ
リ
石
ヲ
堀
出
シ
五
六
丁
間
木
板
上
ニ
鉄
帯
ヲ
席
ク
、
而
乄

鉄
船
ニ
鉄
車
ヲ
附
ケ
其
中
ニ
石
ヲ
盛
リ
積
ミ
上
ヨ
リ
推
せ
バ
其

重
勢
ヲ
以
テ
轟
々
ト
シ
テ
高
キ
所
モ
厭
ハ
ズ
シ
テ
登
リ
自
由
ニ

曲
リ
テ
海
岸
ニ
達
せ
バ
、則
チ
石
夫
ア
リ
テ
此
ヲ
出
シ
テ
用
ユ
。

此
ヲ
見
ス
ル
事
数
度
、
遂
ニ
再
ビ
海
岸
ニ
出
デ
奇
石
奇
貝
ヲ
採

リ
帰
路
ニ
基
キ
テ
帰
ル
、
時
ニ
午
后
三
時
ナ
リ
。
依
リ
テ
安
長

村
森
本
氏
ニ
テ
支
度
ニ
預
リ
テ
帰
ル
。
依
テ
此
ガ
記
ヲ
作
リ
他

日
ノ
覚
ト
ナ
ス

　

谷
垣
邦
義
は
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
八
月
に
岩
井
郡
本
庄
村

で
生
ま
れ
た
。
当
時
一
二
歳
で
因
幡
高
等
小
学
校
（
現
、
久
松
小
学

校
）
に
在
学
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
谷
垣
は
、
鳥
取
師
範
学
校
を
出

た
後
小
学
校
教
員
と
な
り
、
そ
の
後
郡
視
学
、
地
元
の
本
庄
小
学
校

の
校
長
、
母
校
の
久
松
小
学
校
の
校
長
を
歴
任
。
退
職
後
に
本
庄
村

長
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

好
天
の
休
日
、
谷
垣
は
友
と
連
れ
立
っ
て
賀
露
に
出
か
け
た
。
一
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番
の
目
的
は
、「
加
露
設
港
式
ニ
趣
ク
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
服
部
某

（
服
部
長
七
）
を
設
港
夫
長
だ
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賀
露
港

の
修
築
事
業
は
、
地
域
の
結
構
な
話
題
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
起
工
か
ら
三
カ
月
余
り
が
経
過
す
る
頃
で
あ
る
。
ま
ず
は
、「
大

ナ
ル
荒
籠
ニ
石
ヲ
入
レ
海
中
ニ
沈
メ
松
枝
ヲ
挟
ミ
テ
固
ス
」
と
す
る

波
止
の
工
法
が
記
さ
れ
る
。
次
い
で
、
山
上
（
千
代
川
右
岸
の
荒
神

山
）
か
ら
切
り
出
さ
れ
る
石
材
を
海
岸
ま
で
運
搬
す
る
方
法
と
し
て
、

「
五
六
丁
間
木
板
上
ニ
鉄
帯
ヲ
席
ク
、
而
乄
鉄
船
ニ
鉄
車
ヲ
附
ケ
其
中

ニ
石
ヲ
盛
リ
積
ミ
上
ヨ
リ
推
」
す
と
あ
る
。
鉄
帯
と
は
レ
ー
ル
で
鉄

船
と
は
ト
ロ
ッ
コ
で
あ
ろ
う
。
お
よ
そ
五
六
百
メ
ー
ト
ル
の
レ
ー
ル

上
を
移
動
す
る
ト
ロ
ッ
コ
を
利
用
し
て
、
石
材
を
海
岸
線
ま
で
運
ん

だ
こ
と
が
こ
れ
で
分
か
る
。
子
ど
も
の
目
に
映
っ
た
工
事
の
様
子
で

あ
る
。

　

二
点
目
は
、
邑
美
法
美
岩
井
郡
長
の
佐
藤
啓
行
か
ら
当
時
特
許
局

長
で
あ
っ
た
奥
田
義
人
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
日
付
は
「
八

月
廿
七
日
」。
消
印
か
ら
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
か
な
り
の
長
文
で
あ
る
が
全
文
を
紹
介
す
る（

（
（

。

〔
史
料
２
〕

拝
啓　

御
無
音
恐
縮
之
至
奉
存
候
。
時
下
俄
然
秋
冷
ヲ
加
候
処
、

益
御
清
寧
被
遊
御
座
不
斜
奉
遙
賀
候
。
然
者
年
来
御
配
意
被
為

在　（
朱
点
）候賀、

、

、

、

、

、

、

露
突
堤
モ
落
成
、
昨、

、

、

、

日
切
〆
工、

、

、

、

事
実
施
致、

、候
ニ
付
小、

、生

モ、

、

、

、

一
日
之
暑、

、

、

、

、

中
休
ヲ
得
テ
実、

、

、
況
閲
見
仕、

候 （
朱
圏
点
）○
 

。
甘
リ○

○

○

○

○

○

〆
切
リ
感
悦

之○

○

○

○

○

至
ニ
不
堪
、
委○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

細
其
筋
ヨ
リ
報
告
ハ
無
論
之
事
ニ
御○座
候○

○得

共○

、
喜○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

悦
之
余
リ
目
撃
セ
シ
実
況
ヲ
記
シ
、
不○

○

○

○

○

○

○

取
敢
御
報
申
上

候○

。
素
ヨ
リ
素
人
之
観
察
服
部
之
意
ヲ
見
損
ス
ル
事
ナ
キ
ニ
非

サ
レ
ト
モ
、
其
辺
ハ
御
宥
恕
被
成
下
度
候
。

午
前
十
一
時
丹
後
町
ヨ
リ
抜
綱
舩
ヲ
放
テ
賀
露
ニ
向
フ
。
川
筋

水
量
等
無
異
常
、
川
口
ニ
至
レ
ハ
〆
切
工
事
真
最
中
ナ
リ
。
別

紙
図
ノ
仮
堤
切
レ
場
二
十
余
有
間
之
処
ニ
木ａ

　干（
（
（

ヲ
入
レ
、
古
俵

ヲ
蒲
焼
様
ニ
拵
ヒ
タ
ル
水
堰
キ
用
ノ
モ
ノ
数
舩
ニ
満
載
シ
、
又

タ
土
俵
数
舩
ア
リ
。
水
上
ニ
ハ
無
数
ノ
小
艇
新
川
ノ
砂
ヲ
採
リ

載
セ
、
〆
切
場
ニ
運
ヒ
水
中
ニ
投
ス
。
陸
ハ
両
側
ヨ
リ
無
数
ノ

人
足
砂
ヲ
運
フ
事
恰
モ
蟻
ノ
菓
子
戸
棚
ニ
道
ヲ
付
ケ
往
来
ス
ル

ニ
同
シ
。
岡
本
ハ
木ａ

　干
ノ
上
ニ
立
上
リ
冐
ヲ
掲
ケ
テ
工
夫
ヲ
指

揮
シ
、
水
ニ
落
子
ハ
宜
イ
ガ
ト
気
遣
フ
程
ナ
リ
。
服
部
ハ
泰
然

構
ヒ
込
ミ
仮
堤
ノ
側
ニ
直
立
シ
テ
眼
玉
ハ
チ
ヽ
ヽ
見
テ
居
ル
。

生
ハ
上
陸
、
服
部
ニ
向
ヒ
、
ア
ン
ナ
遠
方
ニ
砂
ヲ
棄
テ
ヽ
モ
為

ニ
ナ
ル
カ
ト
問
ヒ
ハ
、
曰
ク
此
ナ
工
事
ハ
無
駄
ニ
ナ
ル
モ
ノ
七

分
ト
胴
胸
ヲ
据
ヘ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
仕
方
カ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、

ナ
レ
ト
モ
是
テ
出
来
ル
ト
。
是
ニ
於
テ
生
ハ
甚
タ
安
神
仕
候
。

是
ナ
レ
ハ
出
来
得
ル
ナ
リ
ト
。
〆
切
口
漸
次
狭
マ
ル
ニ
従
ヒ
、

水
勢
益
激
シ
、
水
ノ
高
差
殆
ト
尺
モ
ア
ル
ヘ
ク
ト
想
見
セ
ラ
レ

タ
リ
。
再
ヒ
舩
ニ
棹
シ
テ
新
川
口
ニ
向
フ
。
深
キ
処
砂
取
リ
人
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夫
ノ
臍
ヲ
没
シ
、
海
際
浅
キ
処
漸
ク
膝
ヲ
過
キ
ス
。
川
ト
海
ト

ノ
水
高
平
均
セ
ル
ヲ
見
ル
。
此
処
最
モ
効
ア
リ
シ
ヲ
見
レ
ハ
新

川
口
ノ
東
角
ニ
鎮
床
ヲ
施
シ
ア
リ
。
此
日
東
北
風
ナ
リ
シ
モ
激

浪
川
口
ヲ
鎖
サ
ス
ヲ
得
ス
。
鎮
床
ハ
僅
カ
ニ
横
二
間
、
竪
四
間

位
ト
見
ヘ
タ
リ
。
少
々
斜
メ
ニ
据
付
タ
リ
。
再
ヒ
〆
切
場
ニ
到

リ
工
事
ヲ
見
ル
数
時
、
切
場
僅
カ
ニ
五（

五
、七
）七

間
ヲ
余
ス
。
水
勢
益

急
ナ
リ
。
此
時
恰
モ
関
原
苦
戦
尤
モ
務
ム
。
然
ト
モ
傍
観
者
ノ

生
ハ
本
流
ノ
向
方
ヲ
見
テ
安
神
ス
ル
所
ア
リ
。
既
ニ
流
心
ハ
仮

堤
ノ
反
動
ニ
テ
新
川
口
ニ
向
テ
進
ム
ヲ
見
タ
リ
（
初
ニ
〆
切
場

ニ
到
リ
シ
時
ハ
猶
ホ
流
心
旧
河
口
ニ
在
リ
）。
仮
堤
ニ
上
リ
テ
木ａ

　

干
ノ
上
ニ
立
上
リ
、
足
ノ
痛
ミ
ヲ
覚
ス
、
竊
カ
ニ
人
足
ヲ
励
マ

シ
砂
運
ヲ
急
ニ
セ
シ
メ
、
腕
マ
ク
リ
ニ
テ
飛
出
シ
度
心
地
も
仕

候
。午
後
四
時
前
吶
喊
声
裏
ニ
遂
ニ
概
略
ノ
〆
切
ヲ
終
ヘ
タ
リ
。

直
チ
ニ
再
ヒ
新
川
口
ニ
到
リ
実
況
ヲ
見
ル
ニ
、水
勢
既
ニ
強
大
、

水
量
亦
タ
加
ハ
リ
、
砂
ヲ
巻
上
ケ
押
流
ス
有
様
、
下
手
画
工
ノ

墨
黒
々
ト
画
キ
タ
ル
雲
龍
ノ
幅
ヲ
横
ニ
見
ル
ト
一
般
ナ
リ
。
川

口
砂
上
ニ
箕
座
シ
テ
見
ル
事
一
時
半
、
水
量
益
加
ハ
リ
海
水
ト

ノ
差
蓋
シ
尺
五
寸
余
、
見
ル
間
ニ
川
口
ノ
近
傍
海
上
凡
ソ
十
町

歩
許
（
図
面
・
・
ノ
区
域
）
ハ
濁
浪
ヲ
漲
ラ
シ
、
新
川
口
東
角

ヨ
リ
十
間
許
ハ
忽
チ
寄
洲
ノ
暗
礁
ヲ
生
セ
リ
。
加
之
寄
洲
ノ
方

向
ハ
川
口
東
方
ニ
傾
ク
ニ
モ
拘
ラ
ス
昨
日
ノ
処
ニ
テ
ハ
鳥
ヶ
嶋

ニ
直
面
セ
リ
。
此
方
向
ニ
而
進
メ
ハ
予ｂ

　図
ノ
如
ク
東
向
キ
ノ
港

ヲ
得
ル
ニ
至
ル
ハ
疑
ヒ
ナ
シ
。
蓋
シ
数
月
ノ
中
ニ
ハ
突
堤
東
部

ノ
寄
洲
ヲ
増
加
シ
、
河
水
流
心
ノ
東
方
ニ
旧
河
口
ノ
如
ク
寄
洲

ヲ
生
ス
ル
ハ
期
シ
テ
待
ツ
ヲ
得
ヘ
シ
。
然
ト
モ
此
寄ｃ

　洲
余
リ
多

ク
相
成
候
ハ
ヽ
港
ヲ
害
ス
ル
ノ
懸
念
ナ
キ
ニ
非
サ
レ
ト
モ
、
是

ハ
旧
河
口
ノ
実
例
ニ
徴
ス
レ
ハ
決
シ
テ
其
杞
憂
ハ
無
用
ナ
リ
ト

認
メ
、
安
心
シ
テ
帰
途
ニ
就
キ
シ
ハ
六
時
前
ナ
リ
シ
。
帰
舟
三

ヒ
〆
切
場
ニ
到
リ
、
旧
河
口
ヲ
見
ル
ニ
激
浪
東
北
風
ノ
為
メ
ニ

砂
ヲ
打
寄
セ
来
リ
。
或
ル
部
分
ハ
砂
ノ
動
揺
ヲ
見
ル
所
モ
ア
リ
、

仮
堤
ノ
堤
脚
ヲ
見
ル
ニ
、
前
日
突
出
後
流
水
ノ
障
ヲ
受
ケ
サ
ル

部
分
ハ
既
ニ
数
尺
ノ
砂
ヲ
寄
セ
来
リ
シ
実
蹟
ア
リ
。依
而
想
フ
、

尓
後
一
周
間
モ
無
難
ニ
経
過
ス
レ
ハ
旧
河
口
ハ
忽
チ
塞
カ
リ
、

仮
堤
ト
ノ
間
小
湖
水
ヲ
造
出
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
服
部
モ
左
様
ニ
申

シ
居
レ
リ
。
此
工
事
ヲ
施
ス
ニ
最
モ
好
都
合
ナ
リ
シ
ハ
近
日
来

ノ
天
気
ナ
リ
。
昨
ハ
東
北
風
ア
レ
ト
モ
海
上
烏
賊
舩
ヲ
出
シ
得

ル
事
ナ
レ
ハ
旧
河
口
ヲ
〆
切
ル
ノ
助
ケ
ト
為
ル
位
ノ
事
ナ
リ
。

本
日
モ
朗
晴
風
気
ナ
シ
。
今
朝
ハ
余
程
新
川
モ
堀
テ
注
流
ヲ
便

ニ
セ
ル
事
ト
想
像
被
仕
、
果
シ
テ
然
レ
ハ
旧
河
口
ハ
自
然
ニ
塞

カ
リ
、
少
々
ノ
増
水
位
ハ
恐
ル
ニ
足
ラ
ス
ト
被
存
候
。
殊
ニ
旧

河
口
ノ
東
方
ニ
浅
キ
新
川
ヲ
穿
テ
リ
。
平
水
ニ
ハ
水
通
セ
ス
、

高
水
ノ
節
悪
水
ヲ
落
ス
ノ
便
モ
ア
ル
ナ
リ
。
此
〆
切
工
事
ニ
付
、

今
度
ノ
新
按
ト
想
像
被
致
候
事
ハ
、
〆
切
ノ
仮
堤
ヲ
へ
字
ナ
リ

ニ
拵
ヒ
、
湾
内
東
部
ノ
濁
リ
水
ハ
新
川
口
ニ
向
テ
注
ク
ノ
勢
ヲ
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助
ケ
、
且
〆
切
ノ
節
ハ
河
口
ヨ
リ
除
程
上
手
ニ
拵
ヒ
タ
ル
ヲ
以

テ
水
流
自
ラ
緩
ニ
シ
テ
工
事
ニ
容
易
ナ
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
又
タ
新

川
口
ハ
従
前
ノ
分
ヨ
リ
ハ
狭ｄ

　メ
テ
拵
ヒ
ア
リ
。
早
ク
砂
ヲ
流
シ

テ
堀
レ
易
ク
深
ク
ナ
リ
シ
処
ニ
テ
増
水
ノ
節
自
然
ニ
巾
モ
出
来

事
ナ
ル
ヘ
ク
、
新ｅ

　川
角
ノ
鎮
床
ハ
利
目
著
シ
ク
排
水
、
新
川
考

慮
深
シ
ト
評
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
。
帰
舩
源
太
ノ
渡
辺
ニ
到
リ
渡
舩

守
ニ
問
ヒ
ハ
、
午
後
ニ
至
リ
二
尺
許
ノ
増
水
ナ
リ
ト
云
フ
。
此

水
量
ヲ
以
テ
新
川
ヲ
堀
ル
、
極
々
妙
ナ
ル
ヘ
ク
、
天
気
ノ
工
合

モ
宜
シ
。
兼
而
御
計
画
通
リ
ニ
相
成
候
事
、
素
人
目
ニ
モ
疑
ヒ

ヲ
容
レ
サ
ル
所
ニ
御
座
候
。
帰
途
往
々
舩
頭
等
ノ
評
語
ヲ
聞
ク

ニ
、
曰
ク
此
度
ハ
出
来
マ
ス
、
曰
ク
新
川
如
此
ナ
レ
ハ
最
早
塞

ル
憂
気
遣
ヒ
御
座
リ
マ
セ
ヌ
ト
。
亦
タ
其
実
況
ヲ
想
見
ス
ル
ニ

足
ル
ヘ
シ
。

右
之
実
況
ニ
御
座
候
間
、
此
先
キ
天
ヲ
仰
テ
祈
ル
所
ハ
、
近
日

之
中
天
気
ノ
晴
穏
ナ
ラ
ン
事
ニ
御
座
候
。
天
公
有
霊
何
ソ
美
事

ニ
災
害
セ
ン
ヤ

　
　（
朱
点
）、此、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

実
況
ハ
西
村
知
事
殿
ヘ
モ
御
報
可
申
上
ト

奉、

、

、

、

、

存
候
得
共
、
其、

、

、

、

、

筋
ノ
報
告
ハ、

無、

、

、

、

論
之
事
ニ、

而、

、

、

、

、

、

、

却
而
越
権
之
嫌

モ、

有、

之、

相、

、

、
略
候
。
御、

、

、

、

、

、

、

、

含
置
被
成
下
度
候
。
後
日
其
筋
ノ
報
告
ト

併
而
御
覧
被
下
候
ハ
ヽ
又
タ
一
興
ト
奉
存
候
。

郡
内
無
事
ニ
御
座
候
。
事
業
ハ
追
々
進
ム
方
ニ
御
座
候
。
先
日

議
員
選
挙
長
ニ
而
取
扱
不
慣
之
事
ニ
モ
有
之
、
言
ハ
ヽ
化
物
屋

敷
ニ
這
入
込
ム
如
キ
心
地
被
仕
候
得
共
、
知
事
公
ヨ
リ
特
別
之

注
意
ヲ
辱
シ
先
ツ
無
事
ニ
閉
会
、
唯
当
撰
者
ニ
就
而
ハ
遺
憾

万
々
、
開
票
中
ノ
気
ノ
揉
方
一
層
ノ
熟
度
ヲ
増
シ
、
満
身
ノ
流

汗
着
服
ノ
上
モ
下
モ
グ
ッ
ス
リ
ニ
相
成
申
候
。
先
ツ
無
事
、
其

後
訴
訟
モ
無
御
座
御
省
慮
奉
祈
上
候
。

知
事
殿
ヘ
数
回
拝
晤
、
感
ス
ル
所
不
少
。

右
不
取
敢
奉
得
貴
意
度
、
創
卒
相
認
メ
乱
筆
不
敬
平
ニ
御
忍
読

且
御
寛
仮
ヲ
賜
リ
度
奉
祈
上
候
。
時
下
御
自
愛
為
邦
家
奉
祈
上

候
。　

頓
首

　
　

八
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
啓
行
拝　

　

奥
田
義
人
に
書
簡
を
宛
て
た
佐
藤
啓
行
は
、
愛
知
県
属
か
ら
鳥
取

県
属
と
な
っ
た
人
物（

（
（

で
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
一
月
五
日

に
、
邑
美
法
美
岩
井
郡
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
突
堤
の
工
事
の
最
中
で

あ
り
、
責
任
の
あ
る
立
場
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
奥
田
義
人
と
の

関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
の
は
疑
い
な
い
。

　

こ
の
書
簡
は
、
河
口
を
付
け
替
え
る
〆
切
工
事
に
つ
い
て
、
鳥
取

市
丹
後
町
か
ら
舩
に
乗
り
込
み
、
千
代
川
河
口
付
近
を
終
日
視
察
し

た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
中
か
ら
は
理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
佐
藤
が
作
成
し
た
河
口
付
近
の
略
図
（
口
絵
に
掲
載
）
が
付

せ
ら
れ
て
お
り
、
工
事
の
最
終
局
面
の
様
子
が
よ
り
詳
ら
か
と
な
る
。

　

こ
の
〆
切
工
事
は
、
賀
露
突
堤
の
落
成
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
時
期

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
仮
に
書
簡
の
日
付
け
で
あ
る
明
治
二
四
（
一
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八
九
一
）
年
八
月
二
七
日
直
前
だ
と
す
る
と
、
賀
露
突
堤
の
工
事
は

一
年
九
カ
月
余
り
の
歳
月
を
必
要
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
服
部
は
、

工
事
を
請
け
負
っ
た
当
初
、
三
カ
月
程
度
の
工
期
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
波
濤
の
た
め
に
波
止
が
破
棄
さ
れ
る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ

れ（
（
（

、
結
果
的
に
長
期
の
日
数
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

三
点
目
は
、
奥
田
義
人
が
佐
藤
啓
行
か
ら
の
書
簡
と
略
図
に
次
の

文
を
添
え
て
、
品
川
弥
二
郎
に
転
送
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
史
料
３
〕

拝
啓　

過
刻
者
御
病
中
ヲ
モ
不
憚
長
座
御
妨
ケ
仕
リ
誠
ニ
多
罪

之
至
ニ
存
奉
候
。

然
者
過
刻
モ
御
話
し
申
上
候
通
リ
賀
露
港
之
義
付
テ
ハ
邑
美
郡

長
佐
藤
啓
行
ヨ
リ
別
紙
之
通
リ
申
来
リ
居
候
。
此
者
西
村
知
事

ハ
未
タ
承
知
致
シ
居
ラ
サ
ル
コ
ト
ヽ
被
存
候
。
御
多
忙
ニ
為
被

在
候
中
御
一
読
之
御
遑
モ
無
之
義
ト
ハ
万
々
承
知
仕
候
得
共
、

年
来
御
配
慮
ヲ
煩
ハ
シ
居
候
賀
露
港
之
事
故
為
念
別
紙
佐
藤
之

書
面
差
出
シ
御
高
覧
ニ
供
し
候
。
頓
首

　
　
　
　

丗
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田
義
人

　
　

品
川
大
臣
公
閣
下

　

品
川
弥
二
郎
は
、
当
時
第
一
次
松
方
内
閣
の
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
。

「
年
来
御
配
慮
ヲ
煩
ハ
シ
居
候
賀
露
港
之
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
長

年
修
築
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。〔
史
料
２
〕に

戻
っ
て
、
佐
藤
啓
行
の
書
簡
か
ら
分
か
る
こ
と
を
列
記
し
て
み
る
。

（
な
お
、
略
図
に
書
か
れ
た
情
報
の
一
部
は
口
絵
に
記
載
し
て
い
る
）。

　

①
賀
露
突
堤
と
は
、
千
代
川
河
口
左
岸
か
ら
鳥
ヶ
島
に
向
け
て
築

造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
略
図
か
ら
は
三
つ
あ
る
岩
山
の
内
、
手
前

の
中
ノ
島（

（
（

ま
で
が
範
囲
と
な
っ
て
い
る
。
②
佐
藤
が
視
察
し
た
工
事

と
は
、
千
代
川
河
口
の
付
替
工
事
で
あ
る
。
旧
河
口
を
〆
切
っ
て
、

突
堤
の
内
側
に
向
か
う
新
河
口
を
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
③
「
予
図

ノ
如
ク
東
向
キ
ノ
港
ヲ
得
ル
ニ
至
ル
ハ
疑
ヒ
ナ
シ
」（
傍
線
ｂ
）
と
あ

る
よ
う
に
、
突
堤
の
内
側
を
港
湾
に
す
る
の
が
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
鳥
ヶ
島
に
直
面
し
て
い
た
「
寄
洲
」
は
、
こ
の
〆
切
工
事
に
伴
っ

て
東
向
き
に
変
わ
り
始
め
て
お
り
、
佐
藤
の
眼
に
は
工
事
が
一
先
ず

成
功
し
た
と
映
っ
て
い
る
。
④
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、「
寄
洲
余
リ

多
ク
可
被
成
候
ハ
ヽ
港
ヲ
害
ス
ル
」（
傍
線
ｃ
）
と
、
流
砂
が
堆
積
し

す
ぎ
る
こ
と
を
不
安
視
し
て
い
る
。
⑤
今
回
の
工
事
に
は
、
旧
河
口

の
東
側
に
排
水
用
の
新
川
を
作
っ
た
こ
と
、
〆
切
仮
堤
を
へ
の
字
に

し
た
こ
と
、
新
川
（
本
流
）
を
「
狭
メ
テ
拵
」（
傍
線
ｄ
）
え
た
こ
と
、

「
新
川
角
ノ
鎮
床
」（
傍
線
ｅ
）
を
設
置
し
た
こ
と
な
ど
の
工
夫
が
見
ら

れ
た
こ
と
を
、
佐
藤
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

四
点
目
は
、
元
鳥
取
県
知
事
・
西
村
亮
吉
か
ら
新
鳥
取
県
知
事
・

調
所
広
丈
へ
の
知
事
引
継
書（

（
（

の
部
分
で
あ
る
。
明
治
二
五
（
一
八
九
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二
）
年
七
月
、
完
工
か
ら
約
一
年
が
経
過
し
て
い
る
。

〔
史
料
４
〕

改
修
事
業
ノ
急
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
千
代
川
ニ
シ
テ
、
該
川
ノ
末
流

タ
ル
河
巾
頗
ル
広
擱
ニ
シ
テ
水
勢
緩
慢
流
心
又
一
定
セ
ス
。
故

ニ
風
浪
ア
ル
毎
ニ
河
口
閉
填
塞
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
傾
ア
リ
。
舩
舶

ノ
出
入
ニ
不
便
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
洪
水
ニ
方
リ
テ
動
モ
ス
レ

ハ
流
水
渋
滞
延
テ
上
流
ニ
害
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
、
其

水
勢
ヲ
急
峻
ナ
ラ
シ
メ
水
力
ヲ
以
テ
自
然
ニ
停
滞
セ
ル
土
砂
ヲ

浚
渫
セ
ン
ト
シ
、
前
知
事
在
職
ノ
当
時
一
ノ
水
刎
突
堤
（
小
泉

波
止
）

ヲ
築
造
セ
シ
ニ
、
熟
ラ
実
地
ヲ
見
ル
ニ
、
該
突
堤
ニ
シ
テ
果
乄

其
目
的
ヲ
達
シ
得
ル
ヤ
否
ヤ
容
易
断
定
シ
得
サ
ル

　

前
知
事
と
は
武
井
守
正
で
あ
る
。
武
井
が
知
事
の
時
に
賀
露
突
堤

工
事
は
開
始
さ
れ
、
西
村
亮
吉
が
知
事
の
時
に
完
工
と
な
っ
た
。
こ

こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
武
井
知
事
の
時
代
に
水
刎
突
堤
＝

小
泉
波
止
が
築
造
さ
れ
た
が
、
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
断
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
小
泉
波
止
と

は
何
か
。
文
脈
か
ら
は
賀
露
突
堤
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
が
、
そ
の
こ
と
は
後
述
す
る
。
少
な
く
と
も
突
堤
の
築
造
は
、「
水

勢
ヲ
急
峻
ナ
ラ
シ
メ
水
力
ヲ
以
テ
自
然
ニ
停
滞
セ
ル
土
砂
ヲ
浚
渫
」

す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
河
口
の
構
造
上
の
問
題
を
解
消
す
る
目
的
で

あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

　

思
う
よ
う
な
成
果
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
対
し
、
鳥
取
県
は
そ
の

打
開
策
を
図
る
た
め
の
調
査
を
国
に
依
頼
し
た
。

　

五
点
目
は
、
同
じ
く
知
事
引
継
書
に
綴
ら
れ
た
土
木
技
師
・
日
下

部
辨
二
郎（

（
（

が
賀
露
港
等
を
視
察
し
た
折
の
復
命
書
の
部
分
で
あ
る
。

〔
史
料
５
〕

千
代
川
末
流
改
修
ハ
、
其
河
口
ニ
位
ス
ル
賀
露
港
ト
密
接
ノ
関

係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
而
乄
同
港
ニ
於
テ
ハ
曩
ニ
有
志
者
相

謀
リ
海
岸
ヨ
リ
鳥
ヶ
島
ナ
ル
小
島
ニ
向
テ
一
ノ
突
堤
ヲ
築
造
セ

リ
。
其
目
的
タ
ル
蓋
シ
同
港
ニ
於
テ
最
悪
ノ
風
向
タ
ル
西
北
ノ

風
波
ヲ
遮
キ
リ
止
メ
、
以
テ
舩
舶
ノ
避
難
ニ
便
ナ
ラ
シ
メ
、
併

セ
テ
千
代
河
口
ノ
埋
塞
ヲ
防
カ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
。
而
乄
其
結

果
タ
ル
舩
舶
ノ
避
難
ニ
対
シ
テ
ハ
幸
ニ
本
年
ニ
於
テ
一
回
其
功

ヲ
奏
セ
シ
事
ア
ル
モ
、
第
二
ノ
目
的
ニ
至
テ
ハ
全
然
彼
レ
等
カ

予
期
ニ
反
シ
該
堤
築
造
後
其
東
部
ニ
於
テ
漸
次
砂
洲
ノ
増
加
ス

ル
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
。（
中
略
）
従
来
潮
流
ハ
海
岸
ニ
沿
ヒ
西
ヨ

リ
東
ニ
流
レ
（
賀
露
港
ヲ
距
ル
東
三
里
許
、
岩
井
郡
網
代
港
ニ

於
テ
先
年
観
測
セ
シ
モ
ノ
ニ
ヨ
レ
ハ
、
同
海
岸
ニ
於
ケ
ル
潮
流

ハ
西
ヨ
リ
東
ス
ル
モ
ノ
一
年
中
ニ
於
テ
多
キ
カ
如
シ
）
其
作
用

ハ
能
々
河
口
ニ
於
ケ
ル
砂
洲
ノ
堆
積
ヲ
妨
ケ
ア
リ
シ
モ
突
堤
築

造
ノ
為
メ
潮
流
ヲ
遮
断
シ
、
其
結
果
突
堤
裏
部
則
チ
東
部
ニ
砂
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洲
ノ
増
加
ヲ
見
ル
ニ
至
リ
シ
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
、
日
下
部
が
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
六
月
二
三
日
付

け
で
内
務
大
臣
・
松
方
正
義
に
復
命
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
下
部
の

見
立
て
は
、
舩
舶
の
避
難
港
と
し
て
の
効
果
は
一
度
見
ら
れ
た
も
の

の
、
西
か
ら
東
に
流
れ
る
こ
と
が
多
い
潮
が
、
突
堤
築
造
に
よ
っ
て

遮
断
さ
れ
、「
千
代
河
口
ノ
埋
塞
ヲ
防
カ
ン
ト
ス
ル
」
こ
と
に
は
全
く

効
果
が
な
く
、
却
っ
て
突
堤
の
裏
側
＝
東
側
に
砂
が
堆
積
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
見
て
い
る
。
邑
美
法
美
岩
井
郡
長
の
佐
藤
啓
行
は
、
〆

切
工
事
の
際
に
流
砂
が
堆
積
す
る
こ
と
を
不
安
視
し
て
い
た
が
、
そ

の
不
安
は
、
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
り
わ
け
水
害
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
時
の
賀
露
突
堤
の
工
事
と

河
口
の
付
替
工
事
で
解
消
す
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
以
後
も
繰
り
返

し
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

二　

明
治
三
〇
年
代
の
水
害（
（1
（

　

明
治
三
〇
年
代
の
水
害
は
、
明
治
三
〇
年
七
月
、
三
一
年
九
月
、

三
二
年
九
月
に
発
生
し
た
記
録
が
残
る
が
、
特
記
す
る
ほ
ど
の
大
水

害
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
次
の
史
料
は
、
明
治
三
一
年
一
〇
月
一
日

付
「
鳥
取
新
報
」
の
「
賀
露
突
堤
修
築
の
成
行
」
と
題
す
る
記
事
で

あ
る
。

〔
史
料
６
〕

●
賀
露
突
堤
修
築
の
成
行　

廿
七
年
の
水
災
復
旧
工
事
の
国
庫

補
助
金
の
剰
余
金
壱
万
余
円
下
附
を
請
ひ
て
賀
露
突
堤
の
破
壊

を
復
旧
せ
ん
と
有
志
間
に
主
唱
せ
ら
れ
既
に
県
参
事
会
員
木
村

安
蔵
氏
は
態
々
上
京
し
て
斡
旋
す
る
所
あ
り
知
事
も
亦
大
に
尽

す
所
あ
り
て
目
下
請
願
中
に
て
何
れ
下
附
せ
ら
る
べ
き
運
び
に

な
り
居
る
由
な
る
が
今
其
の
設
計
を
聞
く
に
突
堤
の
破
壊
を
修

築
す
る
と
同
時
に
小
泉
波
止
に
改
修
を
加
へ
水
流
の
方
向
を
変

更
し
水
勢
を
以
て
湛
砂
を
押
流
し
自
か
ら
水
底
を
浚
渫
せ
し
め

鳥
取
丸
の
如
き
も
の
二
艘
位
は
碇
泊
せ
し
む
る
を
得
べ
き
計
画

に
し
て
其
の
経
費
は
国
庫
下
附
金
を
以
て
突
堤
修
築
費
と
し
県

税
を
以
て
小
泉
波
止
改
修
等
を
為
す
黙
論
な
り
（
後
略
）

　
『
千
代
川
史
』
に
は
、「
明
治
二
十
九
年
の
洪
水
で
こ
の
突
堤
は
被

災
し
、
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
復
旧
工
事
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
位
置
は

鳥
ヶ
島
に
近
い
粗
石
堤
で
あ
ろ
う（
（1
（

」
と
記
し
て
い
る
。
明
治
二
十
九

年
の
洪
水
で
賀
露
突
堤
が
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
史
料
は
見
い
だ
せ
て

い
な
い
が
、
こ
れ
に
依
拠
す
る
と
、
賀
露
突
堤
の
完
成
か
ら
約
五
年

後
の
水
災
で
突
堤
は
一
部
破
損
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
「
鳥

取
新
報
」
の
記
事
で
は
、
破
損
か
ら
二
年
後
に
突
堤
の
修
築
に
国
費

支
弁
を
願
う
こ
と
、
県
費
支
弁
で
小
泉
波
止
の
改
修
を
願
う
こ
と
を

紹
介
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
賀
露
突
堤
と
小
泉
波
止
は
別
の
も
の
で
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あ
る
こ
と
が
こ
れ
で
分
か
る（
（1
（

。
さ
ら
に
明
治
三
二
年
一
二
月
五
日
付

「
鳥
取
新
報
」
の
「
賀
露
河
口
治
水
工
事
視
察
」
と
題
す
る
記
事
に

は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
７
〕

●
賀
露
河
口
治
水
工
事
視
察　

県
会
議
員
岩
崎
広
富
細
田
井
上

神
波
奥
田
遠
藤
の
諸
氏
は
賀
露
川
口
の
治
水
工
事
視
察
の
為
丹

後
橋
よ
り
舟
路
賀
露
に
至
り
途
中
小
松
原
の
波
止
青
木
の
波
止

及
小
泉
波
止
等
工
事
の
模
様
を
観
右
田
土
木
課
長
の
詳
細
な
る

説
明
を
聴
き
て
賀
露
に
至
り
賀
露
突
堤
の
修
築
工
事
を
実
検
せ

り　

　

工
事
視
察
カ
所
は
、
小
松
原
、
青
木
、
小
泉
の
各
波
止
か
ら
賀
露

突
堤
ま
で
の
間
で
あ
る
。『
千
代
川
史
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
明
治
30
年

代
の
河
口
と
河
道
調
整
工
事
の
図（
（1
（

」
に
は
、
小
松
原
、
青
木
、
小
泉

の
波
止
が
描
か
れ
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
の
も
の
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
三
つ
の
波
止
は
「
賀
露
港
泊
地
の
水
深
を
維
持
す
る

効
果（
（1
（

」
が
あ
っ
た
と
記
載
し
て
い
る
。
再
度
確
認
し
て
お
く
と
、
明

治
二
十
五
年
の
知
事
引
継
は
事
実
誤
認
が
あ
る
か
、
賀
露
突
堤
の
工

事
に
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。　

　
　

三　
「
明
治
四
三
年
水
害
」

　

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
は
水
害
が
頻
発
し
た
年
で
あ
っ
た
。

三
月
八
日
付
「
因
伯
時
報
」
で
は
、
瓦
や
塀
を
倒
す
ほ
ど
の
南
か
ら

の
暴
風
が
発
生
し
、
こ
の
南
風
で
「
水
源
地
附
近
諸
山
の
解
雪
せ
し

為
め
千
代
川
袋
川
共
に
増
水
し
袋
川
の
如
き
一
丈
二
尺
を
増
し
濁
流

滾
々
と
渦
き
居
れ
り
」
と
報
じ
て
い
る
。
雪
解
け
水
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
水
害
で
あ
る
。
一
度
増
水
す
る
と
溢
水
す
る

危
険
性
が
恒
常
的
に
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　

同
年
五
月
一
〇
日
か
ら
一
一
日
に
か
け
て
の
出
水
は
、
降
雨
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。「
因
伯
時
報（
（1
（

」
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

〔
史
料
８
〕

陰
鬱
な
り
し
一
昨
日
の
空
模
様
は
午
後
に
至
り
雨
と
な
り
夜
に

入
る
や
大
雨
絶
間
な
く
風
さ
へ
加
は
り
朝
来
尚
ほ
降
り
頻
り
袋

川
は
非
常
の
増
水
に
て
両
岸
の
低
所
に
浸
水
し
薬
研
堀
亦
溢
れ

て
寺
町
、
中
町
、
大
榎
町
、
西
町
、
東
町
、
湯
所
町
等
に
は
浸

水
せ
る
ヶ
所
多
く
中
に
は
通
行
す
る
能
は
ざ
る
ヶ
所
さ
へ
あ
り

西
町
農
工
銀
行
前
よ
り
物
産
陳
列
場
に
至
る
往
来
さ
へ
浸
水
し

通
行
人
困
難
せ
る
程
に
て
午
後
に
至
る
も
雨
止
ま
ず
尚
ほ
増
水

の
模
様
あ
る
よ
り
鳥
署
に
て
は
非
番
巡
査
及
び
消
防
夫
一
部
を

召
集
し
袋
川
筋
及
ひ
其
他
を
警
戒
せ
り
尚
ほ
千
代
川
も
非
常
の
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増
水
な
り
し

　

鳥
取
市
役
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
床
上
浸
水
家
屋
五
〇
戸
、
床
下

浸
水
家
屋
五
三
一
戸
、
道
路
の
破
損
四
〇
カ
所
（
延
長
二
八
〇
〇
間
）、

橋
梁
流
失
一
・
破
損
五
等
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
袋
川
に
繋
留

し
て
い
た
筏
（
二
三
〇
川
）
が
流
失
し
た
。
海
上
に
流
失
し
た
筏
も

多
く
、「
東
に
流
失
せ
る
木
材
は
岩
美
郡
沿
岸
の
み
な
ら
ず
但
馬
国
居

組
附
近
」
ま
で
及
ん
で
お
り
、
筏
主
や
仲
士
等
が
昼
夜
兼
行
で
捜
索

し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　
　

四　
「
大
正
元
年
水
害
」

大
正
元
年
の
夏
は
渇
水
で
あ
っ
た
。
九
月
一
三
日
付
け
の
鳥
取
新
報

は
、「
水
道
貯
水
池
の
貯
水
は
今
夏
以
来
降
雨
乏
し
き
為
め
涸
渇
し
配

水
上
差
支
を
生
し
来
り
し
を
以
て
昨
日
よ
り
当
分
の
間
配
水
時
間
を

制
限
」
と
報
じ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
〇
日
後
、
古
来
未
曾
有
と

い
わ
れ
た
明
治
二
六
年
水
害
以
来
と
な
る
大
水
害
が
発
生
し
た
。

　

こ
れ
は
「
九
月
二
二
日
夕
刻
頃
よ
り
四
国
東
端
大
阪
湾
を
経
、
能

登
半
島
へ
抜
け
た
台
風
」（『
鳥
取
県
気
象
災
害
誌
』）
に
よ
る
も
の
で
、

二
一
日
か
ら
二
三
日
ま
で
の
降
雨
量
は
、
鹿
野
で
二
九
一
・
一
ミ
リ
、

賀
露
で
一
七
六
・
五
ミ
リ
に
達
し
た
（
鳥
取
の
記
録
は
無
し
）。
一
〇

月
二
日
付
け
の
「
因
伯
時
報
」
に
よ
る
全
県
の
被
害
状
況
は
、
表
１

の
と
お
り
で
あ
る
。
被
害
は
因
幡
地
方
と
り
わ
け
気
高
郡
と
八
頭
郡

に
集
中
し
た
が
、
そ
れ
は
千
代
川
の
支
流
、
野
坂
川
、
曳
田
川
、
智

頭
川
の
氾
濫
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

鳥
取
市
街
の
様
子
に
つ
い
て
、「
因
伯
時
報
」
の
記
者
は
、
雨
が
小

止
み
と
な
っ
た
九
月
二
三
日
午
後
四
時
の
状
況
に
つ
い
て
「
愛
宕
山

よ
り
見
た
る
大
洪
水
の
光
景
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る（
（1
（

。

〔
史
料
９
〕

濁
浪
は
脚
下
に
狂
ひ
湯
所
町
湯
所
村
を
洗
つ
て
水
は
山
脚
に
沿

ひ
矢
を
射
る
よ
り
も
疾
く
北
流
し
、
又
市
を
貫
流
す
る
袋
川
は

長
蛇
の
如
く
市
を
両
断
し
て
全
市
余
さ
ず
併
呑
せ
ん
と
し
大
森

神
社
の
杜
は
絵
の
如
く
水
に
浮
か
び
避
病
院
、
屠
畜
場
、
川
下

表１　被害状況一覧
死者 102名
傷者 8名
行方不明 1名
畜牛斃死 80頭
流失家屋 136戸
流失土蔵 57棟
流失納屋 187棟
その他流失 23棟
床上浸水 9959戸
床下浸水 6098戸
家屋及土蔵納屋等全潰 120棟
家屋及土蔵納屋等半潰 196棟
家屋及土蔵納屋等破損 157棟
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町
附
近
は
既
に
庇
を
没
せ
ん
と
す
又
市
街
を
泛
べ
た
る
水
面
は

静
か
に
し
て
淵
の
如
く
湖
沼
の
如
く
水
湛
々
と
し
て
動
か
ず

（
後
略
）

　

こ
こ
に
あ
る
愛
宕
山
は
、
愛
宕
神
社
（
現
、
鳥
取
市
湯
所
町
）
が

あ
る
雁
金
山
を
指
し
て
い
る
。
同
所
は
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年

に
愛
宕
神
社
の
改
修
に
あ
わ
せ
て
、
そ
の
周
辺
を
見
晴
台
と
し
て
整

備
（
明
治
四
五
年
七
月
二
六
日
付
「
鳥
取
新
報
」）
し
て
お
り
、
被
害
を
一

望
で
き
る
場
所
と
し
て
思
い
当
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
九

月
二
六
日
付
け
の
「
鳥
取
新
報
」
は
、「
鳥
取
市
内
は
、
山
の
手
の
一

部
分
と
立
川
町
の
一
部
分
と
を
除
く
外
、
浸
水
せ
さ
る
な
く
（
中
略
）

左
れ
ば
床
下
に
浸
水
せ
さ
る
も
の
は
全
市
七
千
近
く
の
内
に
四
五
百

戸
あ
る
の
み
」
と
報
じ
て
い
る
。

　

鳥
取
市
で
は
、
九
月
二
九
日
に
市
会
を
開
催
し
、
そ
の
善
後
策
を

協
議
し
た
。
主
た
る
議
題
と
な
っ
た
の
は
、
第
一
に
「
災
余
ノ
衛
生
」

で
あ
り
、
伝
染
病
予
防
の
た
め
の
石
灰
代
、「
各
家
ヨ
リ
搬
出
セ
ル
不

潔
物
、
畳
、
敷
物
、
汚
泥
等
」
の
処
理
代
等
に
合
わ
せ
て
九
百
円
を

追
加
予
算
と
し
て
計
上
し
た
。
ま
た
、
市
街
に
堆
積
す
る
汚
泥
等
の

処
理
に
は
、
県
庁
及
び
警
察
と
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、「
隣
村
宇
倍

野
村
ノ
消
防
隊
ヨ
リ
人
夫
ヲ
出
ス
事
」
と
し
た（
（1
（

。

　
　

五　
「
大
正
七
年
水
害
」

　

大
正
七
年
は
、
三
度
に
及
ぶ
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
最
初
は
、
七

月
一
〇
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
の
台
風
（「
四
国
西
端
を
ま
っ
す
ぐ

北
上
日
本
海
に
抜
け
た
台
風
」）
に
よ
る
も
の
で
、
死
者
三
名
、
重
軽

傷
者
三
二
名
の
被
害
を
出
し
た
（
巻
末
略
年
表
）。
一
三
日
付
け
の
「
大

阪
朝
日
新
聞
」
は
、「
暴
風
雨
襲
来
‼
」
の
見
出
し
で
、
被
害
の
経
緯

を
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

写真　「大正元年水害」絵葉書

鳥取市未曽有の大洪水の惨状（大工町筋の光景）
� （鳥取県立博物館蔵）

この写真は、「鳥取新報」（10月３日付）「因伯時報」
（10月４日付）に掲載されている。　　　　　　 　
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〔
史
料
10
〕

鳥
取
県
に
て
は
十
一
日
夕
千
代
川
一
丈
六
尺
の
増
水
に
て
同
川

に
架
せ
る
鉄
橋
よ
り
上
流
約
一
里
（
八
頭
郡
河
原
村
）
の
左
岸

堤
防
五
十
余
間
決
潰
し
河
原
村
内
は
約
二
尺
の
浸
水
に
て
該
鉄

橋
を
中
心
と
し
て
上
流
下
流
に
数
箇
所
の
決
漬
あ
り

　

同
じ
紙
面
に
は
、「
進
行
中
の
列
車
転
覆
す
」
の
見
出
し
で
、
進
行

中
の
列
車
が
転
覆
し
て
け
が
人
が
出
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

〔
史
料
11
〕

十
二
日
午
前
五
時
四
十
分
但
馬
豊
岡
を
発
し
た
る
大
社
行

六
〇
五
号
列
車
は
客
車
十
両
貨
車
十
七
両
合
計
二
十
七
両
を
連

結
し
て
因
幡
国
湖
山
宝
木
間
（
京
都
起
点
を
距
る
百
五
十
二
哩
）

を
進
行
中
貨
車
四
両
客
車
四
両
合
計
八
両
転
覆
し
乗
客
中
重
傷

者
十
二
名
軽
傷
者
十
四
名
他
に
乗
務
員
三
名
合
計
二
十
九
名
の

重
軽
傷
者
を
出
し
た
り
、
同
所
は
土
砂
を
切
取
り
た
る
場
所
と

て
列
車
進
行
中
土
砂
崩
れ
た
る
為
転
覆
し
た
る
も
の
な
ら
ん
但

し
機
関
車
の
み
は
無
事
な
る
が
如
し

　
「
京
都
起
点
を
距
る
百
五
十
二
哩
」
が
脱
線
地
点
と
考
え
ら
れ
る

が
、「
哩
」
の
キ
ロ
換
算
と
地
形
か
ら
水
尻
池
付
近
で
脱
線
・
転
覆
し

た
も
の
で
、
こ
の
事
故
に
よ
る
負
傷
者
は
、
重
軽
傷
者
三
二
名
（
巻

末
略
年
表
参
照
）
に
及
ん
だ
。

　

大
正
七
年
最
大
の
水
害
は
、
こ
の
約
二
ヶ
月
後
に
あ
た
る
九
月

一
二
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
発
生
し
た
。
こ
れ
は
、「
九
州
南
方
海

上
か
ら
四
国
東
端
を
ゆ
っ
く
り
進
み
、
近
畿
を
通
り
能
登
半
島
に
抜

け
た
台
風
」（
巻
末
略
年
表
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
八
日
付

け
の
「
因
伯
時
報
」
は
、「
水
害
経
過
概
況
」
と
題
し
次
の
よ
う
に
掲

載
し
て
い
る
。

〔
史
料
12
〕

九
月
十
三
日
夜
来
細
雨
を
催
し
翌
十
四
日
未
明
よ
り
豪
雨
と
な

り
漸
次
東
北
風
加
は
り
午
前
十
時
頃
よ
り
暴
風
雨
に
変
じ
正
午

に
至
る
や
風
力
益
々
暴
威
を
逞
う
し
各
川
非
常
出
水
の
兆
候
を

呈
し
た
る
を
以
て
消
防
組
其
他
を
督
励
し
て
水
防
に
努
む
る
も

危
険
刻
々
に
迫
り
遂
に
午
後
十
二
時
に
至
り
県
下
各
河
川
空
前

の
出
水
と
な
り
千
代
川
二
十
尺
袋
川
二
十
二
尺
に
達
し
堤
防
決

潰
橋
梁
流
失
し
鳥
取
市
及
其
の
附
近
は
浸
水
何
れ
も
軒
に
達
せ

ん
と
す
る
に
至
れ
り
而
し
て
各
郡
共
に
堤
防
決
潰
橋
梁
の
流
失

道
路
の
破
損
等
夥
し
く
人
畜
の
死
傷
耕
地
の
侵マ

マ

水
荒
廃
又
多
数

に
し
て
被
害
の
状
況
実
に
悲
惨
を
極
む
而
し
て
十
五
日
払
暁
よ

り
漸
次
減
水
に
傾
き
た
る
を
以
て
吏
員
を
派
遣
し
罹
災
者
の
救

護
並
に
被
害
個マ

マ

所
の
応
急
措
置
及
調
査
等
に
努
力
せ
し
め
た
り
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こ
の
記
事
は
、「
県
当
局
報
告
に
係
る
」
も
の
で
、
翌
九
日
付
け
の

「
鳥
取
新
報
」
も
「
本
県
水
害
経
過
」
と
し
て
、
同
様
の
記
事
を
掲
載

し
て
い
る
。
九
月
二
七
日
付
「
鳥
取
新
報
」
が
報
じ
る
県
下
被
害
数

は
、
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

鳥
取
市
の
内
訳
は
、
死
者
一
〇
、
全
壊
家
屋
一
四
、
半
壊
家
屋

一
〇
一
、
流
失
家
屋
二
、
床
上
浸
水
五
七
二
〇
、
床
下
浸
水
六
五
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、『
市
史
鳥
取
市
七
十
年
』
で
は
、（
千
代
川
）

水
系
全
体
の
被
害
程
度
と
し
て
、「
死
者
三
〇
人
、
負
傷
者
二
四
人
、

崩
壊
又
は
流
失
し
た
住
宅
五
八
三
戸
、
浸
水
住
宅
一
一
、
八
三
一
戸
」

等
と
し
、「
現
在
の
鳥
取
市
が
こ
れ
ら
の
被
害
の
大
部
分
を
蒙
っ
て
い

る（
（1
（

」
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
数
は
、
千
代
川
改
修
工
事
事
務
所
技

師
の
記
録
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
詳
細
な
表
が
『
千
代
川
史
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
市
域
と
水
系
に
よ
る
違
い
を
考
慮
す
る
と
し

て
も
、
被
害
の
正
確
な
数
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
例
え
ば
、
追
悼
会

が
鳥
取
市
馬
場
町
の
大
隣
寺
で
一
〇
月
二
三
日
に
執
行
さ
れ
た
が
、

こ
の
際
の
死
者
数
は
七
六
名
と
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
月
二
五
日
付
「
鳥
取

新
報
」）。
前
掲
の
『
市
史
鳥
取
市
七
十
年
』
は
、
今
回
の
「
被
害
は
岩

美
、
気
高
、
鳥
取
が
最
も
大
き
く
、
八
頭
郡
は
こ
れ
に
次
い
で
い
る（
（2
（

」

と
記
し
て
い
る
。
た
だ
表
２
で
み
れ
ば
、
別
の
水
系
で
あ
る
東
伯
郡

が
、
岩
美
郡
、
気
高
郡
を
凌
ぐ
被
害
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
鳥

取
市
の
場
合
は
、
床
上
浸
水
し
た
戸
数
が
他
郡
を
圧
倒
し
て
い
る
の

が
目
を
引
く
。
他
郡
に
占
め
る
割
合
は
三
四
・
七
％
で
あ
る
。
同
年
の

鳥
取
市
の
戸
数
は
、
五
八
六
二
戸
（
大
正
七
年
『
鳥
取
県
統
計
書
』、
数
字

は
同
年
一
二
月
末
）
な
の
で
、
床
下
浸
水
の
戸
数
を
含
め
る
と
鳥
取
市

全
域
が
ほ
ぼ
水
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
数
字
の
正
確
性
に
問
題
は
あ

る
と
は
い
え
、
浸
水
が
鳥
取
市
域
の
被
害
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
こ

表２　郡市別被害状況一覧
郡市 死者 全潰 半潰 流失 床上浸水 床下浸水
鳥取 10 14 101 2 5,720 65
岩美 19 30 79 95 2,503 744
八頭 3 14 51 25 86 258
気高 16 45 85 106 1,822 925
東伯 17 40 296 153 2,914 3,476
西伯 2 14 127 40 3,650 1,627
日野 1 0 1 0 3 29
合計 68 157 740 421 16,698 7,124

注１�　全潰、半潰、流失、床上浸水、床下浸水は戸数。「鳥取新報」
には上記一覧に引き続き家屋損害の棟数が同じく郡市別に記載
されている。
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と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
一
〇
月
二
四
日
付
「
鳥

取
新
報
」
は
、
浸
水
被
害
の
主
因
は
「
鉄
道
と
国
安
対
岸
の
堤
防
が

堅
固
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
」
と
報
じ
て
い
る
。

〔
史
料
13
〕

▲
国
安
堤
防
だ
に
切
れ
な
け
れ
ば
鳥
取
は
千
代
川
の
激
流
を
受

ぬ
か
ら
格
別
の
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
堤
防
は
最
近

三
回
の
洪
水
に
い
つ
も
切
れ
た
、
而
し
て
此
の
切
れ
口
よ
り
入

る
浸
水
は
市
の
南
方
鳥
取
停
車
場
を
突
く
、
と
こ
ろ
が
以
前
此

辺
は
田
圃
で
あ
つ
た
か
ら
直
ほ
に
流
れ
た
も
の
で
あ
る
が
▲
今

は
鉄
道
線
路
が
出
来
て
遮
り
吉
成
辺
を
大
海
に
し
た
上
で
線
路

を
突
破
し
て
市
を
突
く
か
ら
溜
ら
ぬ
の
で
あ
る
、
現
に
今
度
の

洪
水
で
吉
成
辺
に
は
床
上
五
六
尺
も
浸
水
し
た
。
而
し
て
鉄
道

線
路
は
突
破
さ
れ
或
は
低
い
処
を
越
し
て
ド
シ
〳
〵
と
侵
入
し

た
の
で
あ
る
▲
此
辺
の
浸
水
は
国
安
堤
防
が
切
れ
た
結
果
で
あ

る
か
ら
国
安
堤
防
だ
に
堅
固
で
あ
れ
ば
市
は
左
の
み
水
害
を
受

ぬ
の
で
あ
る
が
、
さ
て
其
の
国
安
堤
防
は
前
に
も
い
ふ
如
く
対

岸
の
堤
防
が
ガ
ン
〳
〵
に
な
つ
て
何
時
の
洪
水
に
も
ビ
ク
と
も

せ
ぬ
其
の
反
動
と
し
て
国
安
堤
防
が
切
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
此

処
を
切
れ
ぬ
や
う
に
す
る
の
は
恐
ら
く
不
可
能
で
あ
ら
う

　

国
安
堤
防
が
切
れ
た
こ
と
が
、
市
域
を
水
没
さ
せ
た
原
因
で
あ
る
。

そ
れ
を
生
じ
さ
せ
た
の
は
、
対
岸
の
「
助
け
堤
」
の
堅
固
さ
で
あ
る
。

国
安
堤
防
決
壊
に
よ
る
浸
水
は
、
山
陰
線
の
築
堤
＝
盛
土
で
一
度
堰

き
止
め
ら
れ
た
後
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
さ
ら
に
浸
水
す
る
。
鉄
道
敷

設
が
水
害
被
害
を
増
長
さ
せ
る
と
い
う
皮
肉
な
現
象
で
あ
る
。
鉄
道

の
被
害
も
大
き
く
、
山
陰
線
全
線
の
被
害
箇
所
は
二
五
〇
箇
所
に
及

ん
だ
。
同
日
付
「
鳥
取
新
報
」
は
、
根
本
的
な
対
策
は
、「
国
安
堤
防

を
固
く
す
る
と
同
時
に
千
代
川
を
改
修
す
る
の
外
な
い
」
と
論
じ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時
、
美
歎
水
源
地
が
決
壊
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
水
害
の
特
記
す
べ
き
点
で
あ
る
。
近
代
水
道
施
設
で
あ
る
美
歎

水
源
地
は
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
竣
工
し
た
。
貯
水
池
の
南

西
端
に
あ
る
堰
堤
は
、「
も
と
も
と
棚
田
の
水
田
だ
っ
た
勝
田
ケ
平
・

通
谷
」（『
重
要
文
化
財
旧
美
歎
水
源
地
水
道
施
設
』）
を
盛
り
土
に
よ
り
築

い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
被
害
は
、
こ
の
堰
堤
が
決
壊
し
た
こ
と
で
発

生
し
た
。

　

前
述
し
た
「
水
害
経
過
概
況
」
は
、
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
報

じ
て
い
る
。

〔
史
料
14
〕

岩
美
郡
宇
倍
野
村
大
字
美
歎
に
在
る
鳥
取
水
道
水
源
貯
水
堰
堤

も
十
四
日
夜
九
時
半
頃
決
潰
し
貯
水
全
部
約
三
十
分
間
に
て
流

下
し
た
る
為
め
其
の
下
流
に
散
在
せ
し
家
屋
十
戸
を
流
失
し
死
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者
十
一
名
を
出
せ
り
尚
濾
過
池
一
箇
送
水
鉄
管
延
長
四
百
間
破

損
し
給
水
全
く
断
絶
せ
り
（
傍
線
部
分
は
欠
字
等
で
、「
鳥
取
新
報
」

で
補
て
ん
）

　

一
一
名
に
及
ぶ
溺
死
者
に
対
し
、
宇
倍
野
村
仏
教
各
宗
同
盟
会
に

よ
る
大
追
悼
会
が
後
日
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
報
じ
る
記
事
に
よ

れ
ば
、
溺
死
者
は
、
美
歎
及
び
町
屋
の
住
人
九
名
と
甑
山
製
紙
工
場

の
雇
人
二
名
で
あ
る
（
一
〇
月
一
二
日
付
「
鳥
取
新
報
」）。
鳥
取
市
は
一

日
も
早
い
通
水
を
図
る
た
め
の
応
急
工
事
を
急
ご
う
と
し
た
が
、
堰

堤
の
決
壊
を
人
災
だ
と
考
え
る
水
源
池
被
害
関
係
部
落
の
住
民
は
不

穏
な
動
き
を
見
せ
、
鳥
取
市
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
た（
（2
（

。

　

九
月
一
二
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
発
生
し
た
水
害
で
は
、
歩
兵

第
四
〇
連
隊
が
復
旧
工
事
に
大
き
な
働
き
を
し
た
。

〔
史
料
15
〕

鳥
取
市
は
水
源
池
被
害
関
係
部
落
と
の
交
渉
の
結
果
兎
に
角
応

急
工
事
を
施
行
し
て
一
日
も
早
く
通
水
せ
し
む
る
事
と
な
り
廿

一
日
よ
り
軍
隊
の
出
動
を
見
昨
廿
二
日
は
管
内
勤
務
者
を
除
く

外
連
隊
全
部
を
派
出
し
て
工
事
を
急
ぎ
つ
ゝ
あ
り
倒
れ
た
る
電

柱
を
樹
て
ゝ
電
話
を
架
設
し
河
中
に
埋
も
れ
た
る
鉄
管
を
適
当

の
位
置
に
渡
し
な
ど
し
つ
ゝ
あ
る
が
大
字
町
屋
地
内
約
二
町
の

道
路
河
身
と
変
じ
た
る
箇
所
に
於
て
は
数
百
の
兵
士
は
河
中
に

投
ぜ
る
蜒
々
た
る
送
水
本
管
を
石
を
積
み
て
そ
の
上
に
架
し
居

れ
り
殊
に
貯
水
池
堰
堤
決
潰
箇
所
に
は
十
間
計
り
の
深
さ
一
丈

以
上
に
達
す
る
滝
壺
あ
り
之
が
排
水
を
行
は
ざ
れ
ば
仮
工
事
不

可
能
な
る
が
仲
々
の
難
工
事
に
て
約
四
百
名
の
兵
士
は
専
ら
之

に
従
事
し
つ
ゝ
あ
り
其
他
漉
過
池
の
掃
除
附
近
鉄
管
の
切
断
破

壊
、
埋
没
等
を
修
築
し
て
通
水
し
得
る
に
至
る
ま
で
に
は
余
程

の
努
力
を
要
す
れ
ど
も
連
隊
に
て
は
三
四
日
間
に
其
運
び
に
至

ら
し
め
ん
と
の
意
気
込
を
以
て
工
事
を
急
ぎ
つ
ゝ
あ
り（
（2
（

（
後
略
）

　

水
道
の
破
損
は
死
活
問
題
で
あ
り
、
こ
の
応
急
工
事
に
は
「
千
七
百

図　「鳥取市水道略図」（部分）

� （鳥取県立公文書館蔵）

貯水池から雨滝街道を経て鳥取市内に至る水道経
路が描かれる。大正４年の竣工時期の略図か。　

堰堤

濾過池
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余
名（
（2
（

」
の
兵
士
が
動
員
さ
れ
た
。
た
だ
、
水
道
は
、
美
歎
か
ら
南
西

に
下
り
、
雨
滝
街
道
を
北
西
に
向
か
い
宮
ノ
下
の
集
落
を
貫
流
し
て

鳥
取
市
内
に
至
る
。
歩
兵
四
〇
連
隊
は
こ
の
雨
滝
街
道
沿
い
に
あ
り

水
道
の
恩
恵
を
最
初
に
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
「
鳥
取
新
報（
（2
（

」
に
よ
れ
ば
、
応
急
工
事
が
終
わ
り
通
水
が
再
開
さ
れ

た
の
は
、
九
月
三
〇
日
で
あ
っ
た
が
、
清
浄
な
水
が
利
用
で
き
る
に

は
時
間
が
か
か
る
こ
と
、「
給
水
の
濫
用
」
に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
美
歎
水
源
地
が
根
本
的
な
修
復
を
終
え
給

水
を
再
開
し
た
の
は
、
三
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
の
賀
露
港
の
改
修
と
明
治
三
〇
年
代

か
ら
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
ま
で
の
水
害
を
取
り
上
げ
た
。
賀
露

港
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
五
点
の
史
料
を
も
と
に
「
序
説
」
で
の
疑

問
を
解
消
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
明
治
二
〇
年
代
前

半
期
の
改
修
工
事
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
千
代
川
水
系
の
改
修
、

港
湾
整
備
と
い
う
大
枠
か
ら
捉
え
る
と
、
依
然
序
章
と
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。

　

後
半
で
は
、
明
治
三
〇
年
代
か
ら
大
正
七
年
ま
で
の
記
録
に
残
る

水
害
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
こ
の
時
期
の
水
害
と
い
え
ば
、
大
正
元

年
と
大
正
七
年
の
水
害
が
突
出
し
て
い
た
。「
千
代
川
の
改
修（
（2
（

」
は
、

山
林
の
濫
伐
と
河
床
の
堆
積
が
洪
水
の
被
害
を
激
甚
な
ら
し
め
た
こ

と
、
大
正
七
年
の
洪
水
に
よ
り
鳥
取
市
を
離
れ
る
市
民
が
増
え
た
こ

と
、
鳥
取
市
の
商
工
業
者
に
資
本
蓄
積
と
事
業
の
拡
張
の
余
裕
を
与

え
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
千
代
川
治
水
の
世

論
が
漸
次
高
ま
り
八
年
一
月
に
は
鳥
取
治
水
会
が
生
ま
れ
た（
（2
（

」
と
記

し
て
い
る
。
こ
の
治
水
会
の
主
唱
の
も
と
に
千
代
川
流
域
一
七
カ
村

の
治
水
会
が
糾
合
し
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
四
月
に
至
っ
て

千
代
川
改
修
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
る
。
こ
れ
が
千
代
川
の
本
格

的
改
修
事
業
の
起
点
で
あ
る
。

　

明
治
三
〇
年
代
か
ら
大
正
七
年
ま
で
の
水
害
に
つ
い
て
は
概
要
紹

介
の
域
を
出
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
た
た
き
台
に
、
千
代
川
の
本
格

的
改
修
事
業
に
つ
い
て
ま
と
め
る
の
が
次
の
目
標
で
あ
る
。

　
〔
注
〕

　
（
1
）�『
近
代
化
産
業
遺
跡
群
』
続
33
（
経
済
産
業
省 

二
〇
〇
九
）
50
頁
。 

　
　
　

�「
序
説
」（
82
頁
）
で
は
服
部
の
工
法
を
「
人
造
石
膏
法
」
と
誤
記
し
た
。

こ
こ
で
訂
正
し
た
い
。

（
2
）�
鳥
取
県
立
公
文
書
館
蔵

（
3
）�
こ
の
書
簡
は
『
品
川
弥
二
郎 

関
係
文
書
―
２
』（
尚
友
倶
楽
部 

品
川
弥
二

郎 

関
係
文
書
編
纂
委
員
会 

一
九
九
四
年
）
に
全
文
翻
刻
さ
れ
る
。
同
書

に
は
封
筒
の
表
書
・
裏
書
、〔
史
料
３
〕
が
翻
刻
さ
れ
る
が
、
同
封
さ
れ
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て
い
た
「
略
図
」
は
省
略
さ
れ
る
。
な
お
、
原
文
翻
刻
後
に
、
同
書
の
翻

刻
文
と
突
合
さ
せ
た
。
本
稿
の
翻
刻
文
は
、
原
則
同
書
翻
刻
文
の
句
読
点

を
踏
襲
し
た
。

（
4
）�『
品
川
弥
二
郎 

関
係
文
書
│
２
』
は
、
三
カ
所
（
傍
線
ａ
）
に
「
木
午
」

（
き
ね
ヵ
）
と
す
る
文
字
が
あ
る
が
、
筆
者
は
「
木
干
」（
さ
お
）
と
し
た
。

（
5
）「
高
等
官
履
歴
書
」
鳥
取
県
立
公
文
書
館
蔵

（
6
）「
序
説
」
84
頁

（
7
）�『
賀
露
誌
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
因
州
高
草
郡
加
露
浦
湊
絵
図
」（
弘
化
二
年
、

賀
露
神
社
蔵
）
で
は
、
同
島
は
「
磯
嶋
」
と
表
記
さ
れ
、「
此
磯
嶋
廻
リ

百
三
十
二
間
地
ヨ
リ
一
丁
半
高
サ
六
間
位
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）「
内
務
部
第
二
課
主
管
事
務
引
継
書
類
」
鳥
取
県
立
公
文
書
館
蔵

（
9
）�

内
務
省
土
木
局
の
技
師
で
、
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
か
ら
第
五
区

（
広
島
）
の
土
木
監
督
署
長
を
務
め
て
い
た
。（『
近
代
日
本
土
木
人
物
事

典
： 

国
土
を
築
い
た
人
々
』
二
〇
一
三
年

（
10
）�

明
治
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
明
治
年
間
最
大
の
水
害
で
あ
る
「
明
治
二
六

年
水
害
」、
翌
「
明
治
二
七
年
水
害
」
が
あ
る
。
こ
の
水
害
に
つ
い
て
は
、

『
新
修
鳥
取
市
史
』
第
五
巻
社
会
篇
（
二
〇
〇
八
年
）
に
掲
載
し
て
い
る

の
で
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

（
11
）
410
頁

（
12
）�

小
泉
波
止
に
つ
い
て
、
明
治
三
二
年
一
二
月
一
二
日
付
「
鳥
取
新
報
」
に
、

「
昔
し
藩
政
の
頃
小
泉
何
某
と
い
ふ
人
藩
命
に
依
て
之
れ
を
造
り
た
る
に

て
其
目
的
は
青
木
の
波
止
よ
り
突
き
来
る
激
流
を
障
へ
て
水
勢
の
散
漫

を
防
ぎ
之
れ
を
し
て
悉
く
賀
露
の
河
口
に
聚
ら
し
め
ん
と
し
た
る
な
り
」

と
記
し
て
い
る
。
な
お
、「
序
説
」（
84
頁
）
で
、
筆
者
は
「
新
波
止
を
す

で
に
「
旧
小
泉
波
止
の
跡
」
と
み
な
し
」
と
記
載
し
て
お
り
、
新
波
止
＝

賀
露
突
堤
を
小
泉
波
止
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
訂
正
し
た
い
。

（
13
）
409
頁

（
14
）
411
頁

（
15
）
明
治
四
三
年
五
月
一
二
日
付

（
16
）
明
治
四
三
年
五
月
一
四
日
付

（
17
）
大
正
元
年
九
月
二
六
日
付

（
18
）「
大
正
元
年
九
月
廿
九
日 

会
議
録 

鳥
取
市
会
」（
鳥
取
市
）

（
19
）
100
頁

（
20
）
179
頁

（
21
）
100
頁

（
22
）�

住
民
は
、
被
害
の
大
き
さ
に
対
す
る
鳥
取
市
の
過
少
な
慰
問
金
に
不
満
を

募
ら
せ
た
も
の
で
、「
流
失
建
物
及
び
家
財
其
他
の
動
産
」
の
賠
償
と
し
て

六
万
四
千
円
を
一
先
ず
要
求
す
る
と
報
道
さ
れ
る
。（
大
正
七
年
九
月
二
六

日
付
「
鳥
取
新
報
」）

（
23
）
大
正
七
年
九
月
二
三
日
付
「
鳥
取
新
報
」

（
24
）
大
正
七
年
一
〇
月
一
二
日
付
「
鳥
取
新
報
」

（
25
）
大
正
七
年
一
〇
月
一
日
付
「
鳥
取
新
報
」

（
26
）�『
城
下
町
鳥
取
誕
生
四
百
年
』（
鳥
取
市
教
育
委
員
会 

一
九
七
四
年
）
所
収

（
27
）
151
頁
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明
治
30年

代
か
ら
大
正
期
ま
で
の
水
害
及
び
千
代
川
改
修
関
係
略
年
表

年
　
　
月
　
　
日

県
令（
知
事
）
内
　
容

被
　
害
　
状
　
況
　
ほ
　
か

県
内
の
出
来
事（
明
治
期
）／
気
象
デ
ー
タ

明
治
30（
1897）．7．15

〃
水
　
害
千
代
川
は
１
丈
３
尺
余
、
袋
川
は
８
合
の
増
水
（『
鳥
取
新
報
』
7.16、

7.17付
）

明
治
31（
1898）．3．6

〃
水
　
害
「
鳥
取
市
の
水
防
問
題
」
…
県
庁
よ
り
市
会
へ
発
せ
ら
れ
た
水
防
に
係
る
諮
問
に
関
す

る
川
外
地
域
民
の
陳
情
運
動
が
起
こ
る
（『
鳥
取
新
報
』
3.6、

3.8、
3.12付

）
４
月
　
県
会
議
事
堂
の
落
成

明
治
31（
1898）．9．6

〃
水
　
害
千
代
川
は
１
丈
１
尺
５
寸
、
袋
川
は
１
丈
５
尺
３
寸
の
増
水
。
床
上
浸
水
18戸

、
床
下

浸
水
573戸

（『
鳥
取
新
報
』
9.7、

9.8、
9.9、

9.10付
）

明
治
31（
1898）．10．01

〃
賀
露
突
堤
修
築
を
挙
行
。
突
堤
の
破
壊
を
修
築
し
小
泉
波
止
に
改
修
を
加
え
る
計
画

�
（『
鳥
取
新
報
』
10.1、

10.14付
）

明
治
31（
1898）．12．10

〃
「
臨
時
鳥
取
県
会
に
於
て
千
代
川
口
改
良
工
事
を
議
決
し
為
め
に
賀
露
突
堤
も
修
築
せ

ら
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
り
た
る
」 （『

鳥
取
新
報
』
12.10付

）

明
治
32（
1899）．7．8～

7．9
久
保
田
貫
一
風
水
害
全
国
暴
風
雨
、
諸
国
出
水
（『
鳥
取
県
の
気
象
』）

明
治
32（
1899）9．10

〃
水
　
害
「
数
日
来
の
降
雨
に
千
代
川
及
袋
川
は
非
常
の
増
水
…
亦
袋
川
沿
岸
な
る
川
外
十
五
戸

の
床
下
に
も
浸
水
」 （『

鳥
取
新
報
』
9.10付

）

明
治
32（
1899）．12．03

〃
県
会
議
員
岩
崎
広
富
細
田
井
上
神
波
奥
田
遠
藤
の
諸
氏
が
賀
露
突
堤
の
修
築
工
事
を

視
察
す
る
（『
鳥
取
新
報
』
12.5、

12.6、
12.7、

12.12、
12.15付

）
12月

　
�県
会
、
知
事
在
任
期
間
延
長
の
政
府

陳
情
を
決
議

明
治
33（
1900）．3．9

大
久
保
利
武

「
千
代
川
口
賀
露
突
堤
修
築
工
事
は
近
日
其
の
大
部
分
を
成
工
し
コ
ヽ
二
三
ヶ
月
を
経

な
は
完
成
す
べ
き
見
込
み
の
由
な
る
」 （『

鳥
取
新
報
』
3.9付

）
５
月
　
�山
陰
線
鉄
道
西
線
、
境
を
基
点
と
し

て
着
工

明
治
33（
1900）頃

不
　
詳

明
治
43（
1910）．5．10～

5．11
告
森
　
　
良
水
　
害
死
者
1、
住
家
破
壊
12、

流
失
3、
床
上
浸
水
51、

床
下
479、

国
道
破
壊
25間

（『
鳥
取
県
の
気
象
』）

７
月
　
韓
国
皇
太
子
が
来
県

明
治
43（
1910）．08．16～

19
岡
　
喜
七
郎
水
　
害
死
者
5、
家
屋
全
壊
29、

半
潰
4、
床
上
浸
水
63、

床
下
52、

田
地
流
失
3反
、

宅
地
流
失
6反
等
。
総
被
害
見
込
額
3000円

n （『
鳥
取
県
の
気
象
』）

明
治
43（
1910）．09．06～

09
〃

水
　
害
県
東
部
に
被
害
集
中
。
岩
美
郡
県
道
浸
水
、
1町
交
通
遮
断
、
稲
田
浸
水
50町

、
野
坂
川
、
袋
川
氾
濫
（『
鳥
取
県
の
気
象
』）

明
治
43（
1910）

不
　
詳

「
賀
露
港
ノ
如
キ
ハ
…
曽
テ
一
モ
其
功
ヲ
収
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
シ
」 （『

引
継
演
説
書
』）

明
治
45（
1912）．07．15

〃
水
　
害
床
下
浸
水
10戸

、
田
畑
浸
水
13町

、
堤
防
決
壊
1等
（『
鳥
取
県
の
気
象
』）

６
月
　
倉
吉
線
上
井
・
倉
吉
間
開
通

明
治
45（
1912）7．15

水
　
害
床
下
浸
水
10戸

、
田
畑
浸
水
13町

、
堤
防
欠
壊
1（
気
高
郡
下
）

低
気
圧
と
前
線
に
よ
る
R.13−17　境

625
米
子
59.7　倉

吉
93.0　鹿

野
93.0

大
正
元（
1913）9．21～

23
水
　
害
死
者
92、

傷
者
8、
行
方
不
明
3、
建
物
流
失
1779棟

、
田
畑
流
失
2844町

、
橋
梁
流
失
破
損
1124、

道
路
決
壊
1673、

堤
防
浸
岸
決
壊
1765、

損
失
総
額
1200万

円

22日
夕
刻
頃
よ
り
四
国
東
端
大
阪
湾
を
経
て

能
登
半
島
へ
抜
け
た
台
風
。
P.743.3㎜

　
V
.208　D

.N
E　R.13−15　境

154.5　
米
子
153.1　鳥

取
68.1

大
正
3（
1914）9．11～

15
風
水
害
気
高
郡
東
部
−果
樹
の
被
害
多
く
、
晩
稲
、
早
稲
は
25％

の
被
害

西
伯
郡
南
部
−樹
木
倒
壊
、
稲
の
被
害
多
し
（『
同
上
』）

14日
四
国
宇
和
島
付
近
よ
り
瀬
戸
内
に
出
る

と
北
東
に
偏
向
。
大
阪
、
近
江
を
経
て
若
狭

湾
に
抜
け
た
台
風
。
境
　P.740.8㎜

　V
.14.1

D
.E　R.21−23　境

239.6　倉
吉
166.1　

大
茅
220.0　鹿

野
291.1
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年
　
　
月
　
　
日

県
令（
知
事
）
内
　
容

被
　
害
　
状
　
況
　
ほ
　
か

県
内
の
出
来
事（
明
治
期
）／
気
象
デ
ー
タ

大
正
4（
1915）8．3～

6
風
水
害

宝
木
署
−河
内
川
橋
梁
流
失
1、
野
坂
川
堤
防
破
損
2間

黒
坂
署
−仮
橋
流
失
5、
水
堰
破
損
1

米
子
署
−車
尾
村
住
宅
半
潰
1、
田
地
浸
水
1町
、
堤
防
崩
壊
15間

、
田
地
土
砂
流
失
3反

倉
吉
署
−�三
朝
川
橋
梁
流
失
1、
橋
梁
損
壊
、
交
通
杜
絶
、
田
地
浸
水
1町
、
床
下
浸
水

2、
果
樹
被
害
100円（『

同
上
』）

紀
伊
水
道
よ
り
若
狭
湾
に
抜
け
た
台
風
。

境
　P.749.8㎜

　V
.9.9　D

.EN
E　R.4−5

境
120.0　米

子
128.0　鳥

取
101.1　

関
金
135.8�

大
正
5（
1916）6．下

旬
水
害

東
伯
郡
西
伯
郡
は
甚
だ
し
い
災
難
を
う
け
た
、
堤
防
破
損
5、
田
畑
浸
水
140町

応
急
工
事
約
9000余

円
境
（
28日

）
V
.9.5　D

.W
SW
　R.20−30　

境
183.3　米

子
254.5　鳥

取
191.8　

関
金
227.9　青

谷
254.5　若

桜
204.0

大
正
6（
1917）9．25

水
害

死
者
1、
山
く
ず
れ
1、
橋
梁
流
失
2、
倉
吉
付
近
浸
水
家
屋
多
し
。

又
、
鉄
道
線
路
土
砂
崩
壊
の
た
め
交
通
不
通

低
気
圧
と
前
線
に
よ
る
水
害
。

R.24−30　境
122.6　米

子
186.1　

鳥
取
244.8　倉

吉
371.1　若

桜
203.9

大
正
7（
1918）7．10～

13
水
害

死
者
3、
重
軽
傷
者
32

東
部
−鳥
取
市
＝
家
屋
浸
水
95、橋

梁
流
失
1湖
山
～
宝
木
列
車
転
覆（
線
路
陥
没
の
為
）

智
頭
＝
道
路
破
壊
11、

橋
梁
流
失
13若

桜
＝
橋
梁
破
壊
4堤
防
護
岸
に
多
少
被
害
あ
り

西
部
−米
子
＝
浸
水
家
屋
80日

野
＝
橋
梁
流
失
1江
尾
＝
国
道
崩
壊

四
国
西
端
を
ま
っ
す
ぐ
北
上
日
本
海
に
抜
け

た
台
風
　境
　P.727.9㎜

　V
.15.2　D

.ER　
R.9−13　境

134.3　米
子
142.1　鳥

取
174.4　

倉
吉
142.3　若

桜
231.1

大
正
7（
1918）9．12～

15
水
害

農
作
物
1467町

（
20500円

）、
死
者
85、

家
屋
倒
壊
2500、

道
路
堤
防
崩
壊
262000間

、
橋
梁
流
失
破
損
1400、

耕
地
浸
水
6700町

九
州
南
方
海
上
か
ら
四
国
東
端
を
ゆ
っ
く
り

進
み
、
近
畿
を
通
り
能
登
半
島
に
抜
け
た
台

風
。
境
　P.730.0㎜（

岡
山
）
V
.16.1　

D
.N
R　R.11−14　境

286.1　米
子
173.4　

倉
吉
238.0　若

桜
171.2

大
正
7（
1918）10．10～

11
水
害

稲
作
大
減
収
。
予
想
高
よ
り
197859石

減
他
の
被
害
不
明

熱
帯
性
低
気
圧
に
よ
る
水
害
。

R.9−11　境
27.7　米

子
18.3　法

勝
寺
60.0　

関
金
67.7　鹿

野
11.4　大

茅
34.2

大
正
8（
1919）7．2～

5
水
害

岩
美
郡
−床
上
浸
水
42、

堤
防
決
壊
4、
道
路
破
壊
12、

田
畑
浸
水
420町

八
頭
郡
−田
畑
浸
水
11町

気
高
郡
−田
畑
浸
水
140町

東
伯
郡
−床
上
浸
水
83、

田
畑
浸
水
394町

、
道
路
破
壊
10

西
伯
郡
−床
上
浸
水
298、

床
下
浸
水
664、

田
畑
浸
水
437町

、
流
失
26町

2反
、

　
　
　
堤
防
決
壊
23、

道
路
埋
没
流
失
20

日
野
郡
−流
失
家
屋
2、
半
潰
14、

床
上
浸
水
14、

田
畑
浸
水
3町
5反
、
堤
防
決
壊
3

梅
雨
末
期
の
低
気
圧
と
前
線
に
よ
る
霖
雨

R.米
子
168.7　鳥

取
91.0　関

金
301.5

大
正
8（
1919）8．14～

16
水
害

気
高
郡
に
被
害
多
し
、
他
方
に
は
さ
し
た
る
被
害
な
し

気
高
郡
−�堤
防
決
壊
2、
橋
梁
流
失
5、
床
上
浸
水
5、
床
下
70、

耕
地
土
砂
流
入
1反
、

交
通
杜
絶
せ
り

九
州
西
岸
を
通
り
日
本
海
に
抜
け
た
台
風

境
　P.747.7㎜

　V
.7.6　D

.E　R.13−15
米
子
82.0　鳥

取
11.0　本

庄
157.0

大
正
10（
1921）6．30

水
害

岩
美
郡
−�道
路
破
壊
10間

、
橋
流
失
1、
田
畑
浸
水
131町

気
高
郡
−�道
路
決
壊
2（
通
行
不
能
）、
橋
梁
流
失
2、
田
畑
浸
水
330町

、
床
上
浸
水
1、

床
下
11東

伯
郡
−浸
水
家
屋
4

鳥
取
市
−�道
路
浸
水
１
部
あ
り
畑
作
物
枯
死
す
る
も
の
多
く
、
収
穫
皆
無
の
も
の
も
あ
る
、

稲
の
害
虫
発
生
被
害
甚
大

低
気
圧
と
前
線
に
よ
る

R.境
30日

　24.9　1日
20.3
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年
　
　
月
　
　
日

県
令（
知
事
）
内
　
容

被
　
害
　
状
　
況
　
ほ
　
か

県
内
の
出
来
事（
明
治
期
）／
気
象
デ
ー
タ

大
正
10（
1921）9．22～

26
水
害

特
に
岩
美
郡
に
多
い
。
県
下
の
被
害
、
氾
濫
面
積
1399町

、
堤
防
護
岸
決
壊
11、

橋
梁
流
失
破
損
1400、

耕
地
浸
水
6700町

、
工
事
関
係
の
被
害
約
3000円

25日
潮
岬
の
少
し
西
よ
り
若
狭
湾
に
抜
け
た

台
風
境
　P.748.1㎜

　V
.6.9　D

.W
　R.23−26

境
73.5　鳥

取
181.1　米

子
110.3　

本
庄
203.7

大
正
12（
1923）1．24

水
害

気
高
郡
中
郷
村
吉
川
に
て
山
く
ず
れ
あ
り（
3丈
）、
死
者
1、
負
傷
1、
家
屋
破
壊
1棟

１
昨
年
の
降
雨
に
よ
る

R.20−24　境
51.8　青

谷
40.5　鳥

取
29.1

大
正
12（
1923）4．12

風
水
害

県
下
各
地
に
稀
有
の
被
害
あ
り

鳥
取
−屋
根
、
瓦
飛
散
多
し
、
建
物
倒
壊
1棟
、
電
灯
線
に
故
障
停
電
す
。

倉
吉
−町
内
各
地
の
瓦
飛
散
す

岩
美
郡
−漁
船
破
壊
1、
網
代
港
突
堰
崩
壊
2間
、
家
屋
倒
壊
5、
道
路
崩
壊
6町

気
高
郡
−住
家
全
壊
1棟
、
田
畑
宅
地
流
失
140間

×
4
～
5間
、
田
浸
水
120町

東
伯
郡（
泊
村
）−�漁

船
流
失
6、
破
損
1、
家
屋
流
失
1棟
、
全
壊
2棟
、

　
　
　
　
　
　
非
住
家
全
壊
4棟
、
半
壊
4、
非
住
家
半
壊
6棟
、
堤
防
崩
壊
12町

、
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
木
材
家
具
類
の
流
失
多
し

西
伯
郡
−家
屋
全
壊
5、
半
壊
4棟
、
浸
水
23、

漁
船
流
失
14、

護
岸
崩
壊
3

各
地
果
樹
の
被
害
、
梨
は
殆
ん
ど
全
滅
、
桃
、
梅
の
類
も
5割
減
桑
も
甚
だ
し

発
達
し
た
低
気
圧
が
山
陰
沖
を
通
過
し
た
た
め

境
　P.744.6㎜

　V
.13.7　D

.N
　R.

境
12.3　米

子
2.5　鳥

取
15.0　佐

治
39.4

大
正
12（
1923）7．10～

15
水
害

県
下
西
部
に
被
害
集
中
、
家
屋
流
失
17、

床
上
浸
水
3、
床
下
30、

橋
梁
流
失
18、

破
損
3、
田
畑
浸
水
342町

、
荒
廃
17町

、
県
道
破
壊
2（
250間

）、
村
道
4（
80間

）、
護
岸
1（
150間

）、
堤
防
決
壊
80間（

他
に
由
良
川
）、
山
く
ず
れ
14

低
気
圧
に
よ
る
近
年
稀
に
み
る
強
雨

R.10−14　米
子
138.0　鳥

取
88.3　

国
英
281.8

大
正
12（
1923）9．14～

16
水
害

死
者
4、
負
傷
者
9、
家
屋
流
失
15、

床
上
浸
水
3048、

床
下
1624、

道
路
決
壊
221

堤
防
護
岸
決
壊
1485、

橋
梁
流
失
87、

田
畑
荒
廃
173町

、
浸
水
2867町

、
漁
船
流
失
16

四
国
沖
か
ら
紀
伊
半
島
南
端
に
か
け
て
ゆ
っ

く
り
通
過
し
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
台
風
。

境
　P.742.8㎜

　V
.9.5　D

.N
W
　R.14−16　

米
子
101.2　三

朝
355.5　栃

本
577.5　

智
頭
302.8

大
正
14（
1925）7．10～

12
水
害

日
野
郡
各
町
村
は
降
雨
に
よ
り
多
く
の
被
害
を
出
し
た
。

河
川
道
路
等
の
被
害
12～

13万
円

台
風
と
前
線
に
よ
る

境
　P.751.7㎜

　V
.8.5　D

.N
E　R.11−13　

境
109.7　米

子
88.0　鳥

取
67.5　根

雨
93.0

大
正
14（
1925）9．16～

18
風
水
害
鳥
取
−浸
水
家
屋
66、

岩
美
郡
−橋
梁
流
失
1、
田
浸
水
40町

、
東
伯
郡
−橋
梁
流
失
3、
床
下
浸
水
232、

稲
田
浸
水
43町

、
堤
防
崩
壊
20間

気
高
郡
−�橋
梁
流
失
1、
堤
防
決
壊
3、
河
川
決
壊
1、
床
上
浸
水
3、
床
下
浸
水
40、

　
　
　
田
浸
水
180町

、
土
木
関
係
被
害
約
30万

円

台
風
と
低
気
圧
に
よ
る

境
　P.751.9㎜

　V
.9.6　D

.E　R.16−18　
境
177.6　鳥

取
143.5　根

雨
93.0　

米
子
144.0　倉

吉
268.0

　
注
　
�本
表
は
、『
鳥
取
県
気
象
災
害
誌
』（
159−166頁

）
を
元
に
、
鳥
取
新
報
、『
鳥
取
県
の
気
象
』、
鳥
取
県
庁
文
書
（
鳥
取
県
立
公
文
書
館
蔵
）
等
を

加
味
し
て
作
成
し
た
。


